
光の進み方（その１）

１．

光が鏡に当たると反射されます

反射の法則

図の様に入射角と反射角が等しくなります

反射の法則は

ギリシャのユークリッドが発見しています
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鏡

入射 反射

２．光の屈折

スネルの法則（１）

光が異なる物質の境界に斜めに入るとき

一定であるとオランダのスネルが

発見しました
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媒体２

媒体１

真空中での光の速さＣ　：

ｎ１：媒体１の屈折率

ｖ１：媒体１での光の速さ

ｖ２：媒体２での光の速さ

すなわち　屈折率は一定となります

（２）フェルマーの原理

下図で

経路は①～④が想定されます

距離的には経路③が最短ですが光は

時間的に最短となる経路②を選択します

「光は最短距離ではなく

がフェルマーの原理です。

正しく知るのでしょうか

Ａから出た光がＢに向かう時
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上式の ０となるＸです

すなわち

屈折率と合致しました

屈折します　この時、屈折率は入射角にはよらず
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　　　最短時間で到達する経路を取る」
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ｎ２：媒体２の屈折率
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不思議ですね　光は予めどうしてその経路を
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